
ＯＮ

ＬＢ－６用　監視王シリーズ(電流値)点検マニュアル

監視王Ｉｏｒ 及び監視王Ⅲの電流チェック方法　

Ｉｏ検出である「監視王 Ｉｏ」「監視王Ⅴ」は、通常のリレー試験器から出力させた電流でチェックが可能です。
Ｉｏｒ検出を行う「監視王Ｉｏｒ」「監視王Ⅲ」の電流チェックは、電源電圧の位相をあわせる必要があります。
弊社「ＬＢ－６」のＥＬＢ活線試験モードを使用することで、測定電路電圧と同相の試験電流を
任意に出力することが可能です。

ＬＢ－６のメーター精度は２．５級の為、Ｆ．Ｓ（フルスケール）６０ｍＡレンジを使用時の５０ｍＡ出力は実質３％

程度の仕様誤差を生じます。絶縁監視装置の要求精度は±１０％であるため実用的には充分な校正精度ですが、より精度を

求められる場合はＬＢ－６の外部出力計端子を使用するか、高精度リーククランプによる出力電流値の確認を願います。

※注意

漏電ブレーカーへ接続する

場合は必ず白・青クリップを

負荷側に揃えて接続してください。

試験電流により漏電ブレーカーが

動作する可能性があります。
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・一般のＧＲ用試験器では電圧に対し、同位相の電流を出力させることが出来ないためＩｏｒ監視装置のチェックは
　出来ません。（Ｉｏ電流の確認のみ可能です。）

・ＥＬＢ試験器でも「試験器内で波形を作り直す仕様の機種」「電流出力を任意可変出来ない機種」では対応出来ません。

監視王による電流値取得は以下のあります。

① 本体の電池ＢＯＸ内「試験通報スイッチ」を押すことで現在入力中の電流値がメールに送信さ
　 れます。（監視王Ｉｏｒ・Ｉｏのみ）

② ＭＢＳ（ムサシ・バックアップ・サーバーシステム）の「計測データ一覧」より電流値が確認出
　 来ます。

※ 本体「警報発生ランプ」はメール通報設定を行わない場合でも、最小設定である「注意」レベル
　 に到達した時点で点灯しますので、本試験のご確認には使用出来ません。

ＬＢ－６を使用し、校正電流を発生させます。
赤⇔白クリップより電圧（電源）を取り込むためコンセント電源は不要です。
黒⇒白に流れる電流は、入力した電圧と同位相（ｃｏｓ０°＝１００％）となるため、
Ｉｏｒ・Ｉｏ共にＬＢ－６で設定した電流値が検出されます。

〔基〔基準電圧の取込み箇所〕電圧の取込み箇所〕

・単相は専用コード（監視王Ｉｏｒ）又は
　コンセント（監視王Ⅲ）で取り込んだ
　基準電源
・三相はＭＶＡ－３の設定で
　使用した基準電源

※ 取得が困難な場合には同電源のトランス
   からでもかまいませんが、監視王での
　IoとIorの数値に差異が出る場合には、
　基準電圧の取り込みに使用した箇所を
　厳守してください。
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使用試験器について

動作電流値の確認

電流チェックを行う監視王の電流センサーは、CURRENT（電流出力端子）

コードへクランプしてください。

ＣＯＭＭＯＮ（共通端子）での検出では、正しい校正値を得られません。

ＬＢ－６の場合
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